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解答 直線と角度(1) 
 

 

【平行線と角】 
 

 

攻略法 
 

○平行線の錯角・同位角は等しい 
 

○平行線の間の角について調べるときは，補助線を

１本ひくと分かりやすい。 
 

補助線のひき方 

① 平行線と平行になるように，角の頂点を通る

ようにひく 

② もとからある線を延長させ，三角形をつくる

ようにひく 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

攻略問題 
 

１ 下の図で， 2直線 ，mは平行である。このとき， 

∠ xの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 75 180x+ + =  

180 115 65x = − =  
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２ 下の図で， 2直線 ，mは平行である。このとき， 

∠ xの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図のように平行線をひく。 

45 65 110x = + =  
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３ 下の図で， 2直線 ，mは平行である。このとき， 

∠ xの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三角形の外角の性質より 

30 (180 70)

30 110

140

x = + −

= +

=
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４ 下の図で， 2直線 ，mは平行である。このとき， 

∠ xの大きさを求めなさい。 
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180 115
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x = − +

= −
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５ 下の図で， 2直線 ，mは平行である。このとき， 

∠ xの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図のように，平行線をひく。 

24 (76 33)

24 43

67

x = + −

= +

=
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 直線と角度(2) 
 

 

【ちょうちょの法則・矢じりの法則】 
 

 

攻略法 
 

○ちょうちょの法則 

左の図において，a b c d+ = +  
 

○矢じりの法則 

右の図において，a b c x+ + =  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

攻略問題 
 

１ 下の図の∠ xの大きさを求めなさい。 

 

40 38 75

113 40
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x

x

x
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２ 下の図の∠ xの大きさを求めなさい。 
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３ 下の図の∠ xの大きさを求めなさい。 
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４ 下の図の∠ xの大きさを求めなさい。 

 

60 40 128

128 100
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x

x

x
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５ 下の図の∠ xの大きさを求めなさい。 
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110 30
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 直線と角度(3) 
 

 

【角の二等分線】 
 

 

攻略法 
 

 
 

○角度が等しいならば，同じ文字で置き換える 

○その後，内角の和，外角の性質，矢じりの法則 

などで式を作る。 
 

 

 

公式 

 

°x a− =2 180  

 

 

 

攻略問題 
 

１ ∠ xの大きさを求めなさい。 

★ 

)i  2 2 64 180a b+ + =  

2 2 116a b+ =  
 

58a b+ = …①　  

)ii  180x a b+ + =  

58 180

122

x

x

+ =

=
 

 

   122°  

 

 

２ ∠ xの大きさを求めなさい。 

★ 

)i  116 180a b+ + =  

64a b+ = …①　  

)ii  △ＡＢＣにおいて  
2 2 180x a b+ + =  

①より， 64a b+ = なので， 

64 2 180

128 180

52

x

x

x

+  =

+ =

=
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３ ∠ xの大きさを求めなさい。 

★ 

)i  △ＡＢＣにおいて 

外角の性質より 

2 26 2

13

13

b a

b a

b a

= +

= +

− = …①　

 

 

)ii  △ＤＢＣにおいて 

外角の性質より 

13

b x a

x b a

x

= +

= −

=
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４ 下の図で， // mのとき∠ xの大きさを求めなさい。 

★ 

 
)i  // mなので， 

2 2 180

90

a b

a b

+ =

+ =
 

)ii  三角形の内角の和 

180

90 180

90

x a b

x

x

+ + =

+ =

=

 

 

覚えておこう 

 
// mならば， °a b+ =180  

 

 90  
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 直線と角度(4) 
 

 

【折り曲げ】 
 

 

攻略法 
 

○長方形を下の図のように折り曲げたとき，●印の

ついた角の大きさはみな等しくなる。 

 

 

 

 

 

 

○折り曲げたときにできた図形が三角形の場合，そ

の三角形は二等辺三角形となる。 

 

角の二等分 と 平行線 が 

あったら， 二等辺三角形を探す 
 

 

攻略問題 
 

１ 下の図のように，長方形ＡＢＣＤを線分ＥＦを折り目とし

て折る。∠ＣＥＢ＝ 40 のとき，∠ xを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

)i  △ＧＦＥは二等辺三角形 

)ii  頂角∠ＥＧＦ = 40  

)iii x −= 180 40　
2

 

=70  70  

 

２ 下の図のように，長方形ＡＢＤＣを線分ＥＦを折り目とし

て折る。∠ＢＧＣ＝50のとき，∠ xを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

)i  △ＧＥＦは二等辺三角形 

)ii  頂角∠ＥＧＦ = 50  

)iii x −= 180 50　
2

 

=65  65  

 

３ 下の図は長方形の紙ＡＢＣＤをＡＣで折り曲げたもので

ある。点Ｂの移った点をＥとし，ＡＤとＣＥの交点をＦとする。

∠ＡＣＢ＝ a とするとき，∠ＣＦＤの大きさを a を使って
表しなさい。 

 

 

 

 

 

)i  △ＦＡＣはＦＡ＝ＦＣの 

二等辺三角形 

)ii  ∠ＡＣＢ＝∠ＦＡＣ＝∠ＦＣＡ a= なので 

外角の性質より∠ＣＦＤ a a= +  

2a=  2 °a  

 

４ 下の図は長方形ＡＢＣＤの紙を，頂点Ｃが辺ＡＤ上にく

るように折り返したものである。２つの頂点Ｃ，Ｄを折り

返したときの頂点をそれぞれＣ’，Ｄ’，折り目をＰＱとする。

∠Ｃ’ＱＢ＝70°のとき，∠Ｄ’ＰＱの大きさを求めなさい。 
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５ 幅が一定の紙テープを下の図のように折り返したとき，

∠ xの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

)i  △ＣＡＢはＣＡ＝ＣＢの 

二等辺三角形 

)ii  ∠ＡＣＢ＝∠ＤＣＥ = 36  

)iii x −= 180 36　
2

 

= =144 72
2

  

 

72  

 

 

  

)i  ∠ＰＱＣ＝∠ＰＱＣ’より 

∠ＰＱＣ’ − = 180 70
2

 

= 55  

)ii  ＡＤ//ＢＣより 

∠ＤＰＱ＝∠ＢＱＰ 

＝∠ＢＱＣ’＋∠ＰＱＣ’ 

＝ + = 70 55 125  

)iii  折り返したので，∠Ｄ’ＰＱ＝∠ＤＰＱ＝ 125  
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 直線と角度(5) 
 

 

【二等辺三角形と三角形の外角】 
 

 

攻略法 
 

○二等辺三角形の底角は等しい 
 

○三角形の外角は，それととなり合わない２つの内

角の和に等しい。 
 

 

 

攻略問題 
 

１ 下の図で，ＡＢ＝ＡＣのとき，∠ xを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

)i  ∠ＡＢＣ＝180 118 62−  =   

)ii  外角の性質より， 

118 62

118 62

56

x

x

= +

= −

=
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２ 下の図で，∠ＡＢＣ＝ 40，ＤＢ＝ＤＣ＝ＡＣである。こ
のとき，∠ xを求めなさい。 

（∠ＢＣＤ，∠ＡＤＣに注目してみよう。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

)i  ∠ＢＣＤ＝ 40  

よって，∠ＢＤＣ 180° 40° 2= −   

100°=  

)ii  ∠ＡＤＣ 180° 100° 80°= − =  

)iii  180 80 2x= −   

20=  

 

 
 

20  

 

３ 下の図のようなＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形があり，点Ｅ

は辺ＢＣ上の点である。∠ＡＢＣ＝32，ＤＢ＝ＤＥ＝ＥＡ
のとき，∠ xの大きさを求めなさい。 

（△ＡＢＥの外角として考える） 

 

 

 

 

 

 

 

 

)i  ∠ＤＥＢ＝32  

)ii  外角なので，∠ＡＤＥ 32° 32° 64°= + =  

よって，∠ＥＡＤ＝64  

)iii  △ＡＢＥの外角なので 

64 32 96x= + =  

 

 

 

 
 

96  

 

 

 

４ 下の図のようなＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形ＡＢＣがあり，

点Ｄは辺ＡＢ上の点で，ＡＤ＝ＣＤである。∠ＢＡＣ＝

50°であるとき，∠ＢＣＤの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

)i  △ＡＢＣにおいて， 

∠ＡＢＣ
180° 50° 65°

2
−= =  

)ii  △ＤＡＣにおいて， 

∠ＡＤＣ 180° 50° 2= −   

80°=  

)iii  △ＢＣＤにおいて，外角の性質より 

∠ＡＤＣ＝∠ＤＢＣ＋∠ＢＣＤ 

∠ＢＣＤ＝ °x とすると 

80 65

15

x

x

= +

=
 

15
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 直線と角度(6) 
 

 

【平行四辺形】 
 

 

攻略法 
 

 

 

 

 

 

 

○平行四辺形の対角は等しい 

∠ a＝∠ c，∠b ＝∠ d  
 

○平行四辺形のとなり合う角の和は180°  

∠ a＋∠ 180°b= ，∠b ＋∠ 180°c = など 
 

 

 

攻略問題 
 

１ 下の図で，ＡＥ//ＢＣ，ＡＢ//ＥＤである。∠ xの大きさを
求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

)i  ∠ＢＦＥ＝115  

よって，∠ＤＦＣ 180° 115°=65°= −  

)ii  △ＣＦＤにおいて，外角なので 

65 30

95

x = +

=
 

 

95  

 

２ 下の図の平行四辺形ＡＢＣＤで，Ｅは辺ＢＣ上の点で，

ＡＢ＝ＢＥである。∠ＤＡＥ 61°= のとき，∠ＡＤＣの大きさ

を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

)i  平行線の錯角より 

∠ＡＥＢ＝61  

)ii  ∠ＡＢＥ 180° 61° 2= −   

180° 122°

58°

= −

=
 

)iii  平行四辺形の性質より 

∠ＡＤＣ＝∠ＡＢＥ＝58°  
 

58  

 

【図形の重なる問題】 
 

 

攻略法 
 

○三角形の外角の性質を使う場合が多い。 
 

○長方形があったら，平行線の錯角・同位角を使う 
 

 

 

攻略問題 
 

１ 下の図のように，１組の三角定規を重ねておくとき， 

∠ xの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

165  

 

２ 下の図のように，長方形と正三角形を重ねたとき， 

∠ xの大きさを求めなさい。 
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)i  ∠ＡＣＦ＝45  

)ii  △ＣＤＦにおいて，外角の性質より 

∠ＡＣＦ＝∠ＣＤＦ＋∠ＤＦＣ 

45° 30= +∠ＤＦＣ 

∠ＤＦＣ 15°=  

)iii  ∠ 180°x= −∠ＤＦＣより 

180 15 165x= − =  

 

)i  △ＢＧＦにおいて，外角の性質より 

∠ＡＦＧ＝∠ＦＢＧ＋∠ＢＧＦ 

60 10° 70°= + =  

)ii  平行線の同位角より 

∠ＡＥＤ＝∠ＡＦＧ 70°=  

)iii  △ＡＥＤにおいて 

∠ＡＤＥ＝180°－（∠ＥＡＤ＋∠ＡＥＤ） 
180° (60° 70°)

50°

= − +

=
 

)iv  ∠ x＝∠ＡＤＥなので 

50x=  
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 直線と角度(7) 

 
 

過去問題 
 

平成 14年 （平行四辺形の性質） 

下の図のように，平行四辺形ＡＢＣＤの辺ＡＢ上に，点

Ｅをとる。∠Ｂ＝50，∠ＢＣＥ＝ 20，∠ＣＤＥ＝30の
とき，∠ＣＥＤの大きさ xを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40  

 

平成 15年（折り曲げ） 

下の図のように，長方形ＡＢＣＤを線分ＥＦを折り目と

して折る。∠ＣＥＢ＝30のとき，∠ＤＦＥの大きさ xを求
めなさい。 
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平成 17年（三角形の外角の性質） 

下の図で，△ＡＢＣと△ＡＤＥは正三角形で，頂点Ｅは

辺ＢＣの延長線上にあり，Ｂ，Ｃ，Ｅの順に並んでいる。

∠ＢＡＤ＝25のとき，∠ＡＥＣの大きさ xを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35  

 

平成 21年 

下の図で，△ＡＢＣと△ＤＢＥは，合同な三角形で，ＡＢ

＝ＤＢ，ＢＣ＝ＢＥ，∠ＡＢＣ＝70°です。ＤＡ//ＢＣのとき，

∠ＥＢＣの大きさ xを求めなさい。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40  

)i  平行四辺形のとなり合う角なので 

∠ＢＣＤ＝180°－∠Ｂ 

180 50° 130°= − =  

)ii  ∠ＤＣＥ＝∠ＢＣＤ－∠ＢＣＥ 

130° 20° 110°= − =  

)iii  △ＣＥＤにおいて 

∠ＣＥＤ 180°= －（∠ＤＣＥ＋∠ＣＤＥ）より 

180 (110 30) 40x= − + =  

 

ＡＦとＣＥの交点をＧとする。 

)i  △ＧＥＦはＧＥ＝ＧＦの二等辺三角形なので 

∠ＧＥＦ＝∠ＧＦＥ 

また，∠ＦＧＥ＝∠ＣＥＢ＝30°  

よって，∠ＧＦＥ＝
180° 30° 75°

2
− =  

)ii  平行線の錯角より 

∠ＧＦＤ＝∠ＥＧＦ＝∠ＧＥＢ 30°=  

)iii ∠ＤＦＥ＝∠ＧＦＥ＋∠ＧＦＤより 

75 30

105

x = +

=
 

 

 

※△ＡＣＥの外角を考える 

)i  ∠ＡＣＢ 60°=  

また，∠ＢＡＣ 60°= なので∠ＤＡＣ 35°=  

)ii  ∠ＣＡＥ＝∠ＤＡＥ－∠ＤＡＣ 

60° 35° 25°= − =  

)iii  △ＡＣＥにおいて，外角の性質より 

∠ＡＣＢ＝∠ＣＡＥ＋∠ＡＥＣ 

60 25

= 35

x

x

= +
 

 

 

)i  平行線の錯角より，∠ＢＡＤ 70°=  

)ii  ＡＢ＝ＤＢより 

△ＡＢＤは二等辺三角形なので 

∠ＢＡＤ＝∠ＢＤＡ 70°=  

)iii  ∠ＤＢＡ 180 70 70° 40= − − =   

)iv  △ＡＢＣ≡△ＤＢＥより 

∠ＡＢＥ 70 40 30= − =   

よって， 70 30 40x= − =  
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 直線と角度(8) 

 
 

平成 23年前期 

下の図で，∠Ａ＝48°の△ＡＢＣがあり，∠Ｂ，∠Ｃの

二等分線をそれぞれかいたときの交点をＤとします。 

このとき，∠ＢＤＣの大きさ xを求めなさい。 

  

★ 

)i  図のように， 

∠ＡＢＤ＝∠ＣＢＤ＝ a  

∠ＡＣＤ＝∠ＢＣＤ＝b とする。 
 

)ii  △ＡＢＣにおいて， 

2 2 48 180

2 2 132

66

a b

a b

a b

+ + =

+ =

+ = …①　

 

)iii  △ＤＢＣにおいて， 

180a b x+ + =  

①より， 66a b+ = なので， 

66 180

114

x

x

+ =

=
 

 

公式 

 

° ax = +90
2

 

別解） 

x = + = + =4890 90 24 114
2

 
 

   114  

 

 

平成 26年 

右の図の四角形ABCDは，AD//BCの台形であり，線分

AC と DBの交点を E とします。 

AB=AD，∠BAC＝80°，∠ACB＝30°のとき，∠DECの

大きさ xを求めなさい。 

 

 
 

∠ＣＡＤ＝∠ＡＣＢ＝30°（平行線の錯角） 

△ＡＢＤはＡＢ＝ＡＤの二等辺三角形なので 

∠ＡＤＢ＝
( )° ° °− +180 80 30

2
 

＝35° 

 

∠ＤＥＣは△ＡＥＤの外角なので 

∠ＤＥＣ＝∠ＥＡＤ＋∠ＥＤＡ 

＝30°＋35° 

＝65° 

   65  

 
 


